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高温ガス炉の設計上や安全上の特徴を考慮した確率論的リスク評価手法確立を目標に、静的機器多重故障

時の事故シーケンス評価手法やソースターム評価手法、地震時の具体的な事故シナリオ検討に資するフラ

ジリティ評価手法構築を進めている。 
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１．緒言 東京電力福島第一原子力発電所事故を受け、原子力プラント安全性向上に確率論的リスク評価

（PRA）活用が必要である。本研究では、高温ガス炉 PRA 実施上の課題解決に向けた検討を進めている。 

２．事故シーケンス評価手法の開発 地震起因による静的機器多重故障を考慮した事故シーケンス評価手

法を構築する。これまでに、起因事象分

類方法構築やシステム信頼性解析コー

ドへのソースターム情報取込みに係る

改良を完了した。 

３．ソースターム評価手法の開発 建屋

及び黒鉛構造物損傷を考慮したソース

ターム評価手法を構築する。これまでに、

公衆被ばくリスク上の重要因子摘出や

これら因子に係る建屋及び黒鉛構造物

の損傷評価モデル、ソースターム評価計

算コードシステム構築を完了した。 

４．フラジリティ評価手法の開発 地震時の具体的な事故シナリオ検討に資するフラジリティ評価手法を

構築する。これまでに、地震応答解析用の建屋及び主要機器３次元有限要素モデル構築や地震時確率論的

応答解析コードの雛形作成を完了した。 

５．実用高温ガス炉への適用性評価 開発手法を適用して実用高温ガス炉 GTHTR300 [1]ベースのモデルプ

ラントにおける低頻度高影響事象のリスクプロファイルを同定する。これまでに、概略的なイベントツリ

ー／フォールトツリーモデル試作や１次系配管及びスタンドパイプ破損を起因事象に原子炉停止及び炉心

冷却機能喪失が重畳する事象の核熱流動特性評価を完了した。 
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